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[販売 名] ツムラ漢方 葛根湯液2

∠h[使用上の注意]

11 相談 する こと1

1. 次の人は服 用前に医師､ 薬剤師また

は登録 販売者に相 談してください

(1) 医師の治療を受けている人。(2)妊

婦または妊娠していると思われる人。

(3) 体の 虚弱な人( 体力の 衰えている

人､体の弱い人)｡(４)胃腸の弱い人。

(5) 発汗 傾向の 著しい人。(６)高齢者。

(7) 今までに薬などにより発疹 発赤､か

ゆみ等 を起こしたことがある人 。(8)次

の症状のある人｡ むくみ､ 排尿困難(９)

次の診断を受け た人｡ 高血圧､ 心繍 病、

腎臓病､甲 状腺機能障害

2. 服用後､次の症状があらわれた場 合

は副作 用の可能性がありますので､直ち

に服用を中止し､こ の製品( 箱)を持って

医師､薬 剤師または登録販 売者に相談

してください

関係部位 症　　　状

皮　膚 発疹 一発 赤､かゅ み

消化器 吐き気 食欲不振､胃部不快感

まれに下記の重篤な症状が起こることSUILI ｀iしり 里 馬 佃ヽ 址 仇 えjljt！
があ り ます｡ そ の 場合 は直 ち に

療 を 受 け て くだ さい ，

症状の名称 症　　 状
偽ｱﾙ ﾄﾞ

ｽﾃ[]ﾝ 症、

ﾐｵ ﾊﾟﾁﾞｰ

手足のだるさ､しびれ､つっぱり照

やこわ!狗 こ加えて､脱力感､筋肉

痛があらわれ瀋 々に強くなる，

肝薇籤障害

発熱､かゆみ､発疹,黄甑 皮膚』岫

目が黄色くなる)濁 色尿.全身の

だるさ､食欲不振等があらわれる。

３．１ヵ月位(感冒 の初期､鼻かぜ､頭痛に

服用する場 合には5 ～6 回) 服用しても

症状が よくならない場合は服 用を中 止

し､この製品( 箱)を持って医師､ 薬剤師

または登録 販売者に相 談してください

4. 長期連用する場合には､医 師､薬剤師

または登録販売者に相談してください

｜ ｜ ｜

[効能・効果]

「

ｌ

がある は 使用し

体力中等度以上のものの次の諸症凛 國の初期

(汗をかいてい ないもの)､ 鼻かぜ､ 鼻炎､ 頭痛、

肩こり､筋肉痛､手や肩の痛み

[用法・用量1

次のｌ を、食間に服用してください。

年　 齢 １回 里 １日服用回数

成人(15歳以上) １本 ２回

!５歳未満 服用しないでください

服用前によく振 ってから服用してく ださい。

〈用法 ・用量に関連する注 意〉

本剤は1 回1 本の服用で飲みきり､のみ残し の

ないようにしてください 、

[保 管お よび取り扱い上 の注 意]

(1) 直射日光 の当 たらない涼しい所に 保管

してく ださい 。(2) 小児の手の届かない 所

に保管し てく ださい 。(３) 誤用をさけ､ 品

質を保持 する ため|こ､他の容器に入れかえ

ないでく ださい 。(４) 使用期限を過ぎた 製

品は、服用しない でください。

[包 装]45mL ｘ2 本入(1 日 分)

狐

間

発 売 元

製造販充元

･ｈ 惣e;1
｢席 し 祠
大同議昴工業株式会社
奈良県葛城市価村2141 地1

[成 分 一分 量]

本品1 日 量９０ｍＬ(４５ｍＬｘ２

本) 中, 以 下 の 生 薬 よ り抽 出し

た 葛 根 湯 エ キ ス８.3g を 含 有

しま す。

日局外ｸﾔｸ ‥-3,09

日動ﾝｿｳ …2.09

日肺 咄 …1.0g

添 加 物と し て 転 化 型 液 糖( 白

糖 一果 糖･ プドウ 糖) 、日 局 ハ チ

ミ ツ､日 局 安 息 香 酸 ナトリウ ム 、

日 局 パ ラ オキ シ 安 息 香 酸 プ チ

ル､ エタ ノール､ ポリ オキシ エ チ

レ ン 硬 化 ヒマシ 油､ 日 局 クエン

酸水 和 物､ 日 局 炭 酸 水 素 ナトリ

ウ ム､香 料､ エチ ル バニリン､グリ

セリン､ バニ リン､ プ ロ ピレ ン グ

リコ ー ル を 含 有しま す 。

副作用被害救済制度
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